
Final Paper JC 2009/10/21 

PART Ⅰ【処理手続き編】事例Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 

＜SETP１＞ 

 与件文最初の 1 文のみ事例企業が何者かのみ読む 

 1 段落全部読むと本番の読みが甘くなる 

 設問文熟読 

 制約条件大きく記入 

 問題要求多方面に解釈 

 可能性の追及 

 設問文再読 

 設問つながり・問題の森を読む 

 与件文熟読 

 段落番号・マーキング・根拠 

 違和感文章に大きく＜？？？＞ 

 気付けば Q番号 

＝＝＝＝＝＝＝ここまでで 15－20 分＝＝＝＝＝＝＝ 

＜STEP2＞ 

 設問文再々読 

 根拠とつなげる 

 Ⅰ・Ⅲは設問欄に根拠記載・Ⅱは与件文に線引き 

 但し拘りすぎない。Ⅱもややこしければ設問欄使用 

 根拠まとめ、設問文との整合性確認⇔最重要 

＝＝＝＝＝＝＝ここまでで 40－45 分＝＝＝＝＝＝＝ 

＜STEP3＞ 

 解答記入⇒1 問ごとに時間確認 

 時間掛かれば、飛ばすこと 

 残り時間少なければ根拠列挙でごまかす。 

 Ⅲの第 1 問は＜STEP2＞で書きたくなるのを我慢⇒時間配分わからなくなる。 

 Ⅱの第 1 問は＜STEP2＞でも OK 

事例Ⅳ 

 与件文読み、マークつけすぎない・FS脚注・注意書き注意！ 

 経営分析 20 分以内に完了。できなければ超難問なので後回し 

 個別問題：設問文敢えて時間をかけて丁寧に読む。ここにヒントか落とし穴。 

 NPV は自分の居場所（時系列）を確認。 

 できなければ飛ばす。 

 最後の 20 分は検算。単位。四捨五入確認。（を目標とするが拘りすぎない。） 
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PART Ⅱ【大胆！問題予想編】 

 

事例Ⅰ･Ⅲ 

世界的な金融危機の影響で急激に取引が縮小した自動車産業の下請け企業。 

これまでは取引先とともに順調な成長だったが、顧客からは低価格化要求を飲まなければ

取引は切るよと脅される。 

強みは技術力と開発力 

厳しい環境の中で、生き残りをかける 

＜事例Ⅰ 組織・人事の視点としては＞ 

 経営者のリーダーシップ⇒例外処理に専念 

 説明責任 

 組織のモチベーション（意欲）喚起と能力向上 

 雇用の維持⇒評価制度⇒成果給制度⇒最適配置 

 高次学習 

 不景気の時に優秀な人の採用⇒育成方法 OJT 熟練者の１対 1 教育 

 海外への進出：市場開拓・販路拡大 

＜事例Ⅲ 生産管理の視点としては＞ 

 プロセスの改善⇒QCD の改善・・・短納期／低コスト 

 IT 活用によるコスト削減と情報項目 

 取引単価の低下要請をコスト削減とプロセス改善で対応 

 継続する技術革新・ひらめき・創意工夫 

 海外への進出：市場開拓・販路拡大 

 海外市場のニーズを把握して海外でも売れる商品作りのための情報入手 

 技術承継とイノベーションを起こす人材の育成 

事例Ⅱ 

急激な金融環境の悪化で消費が伸びない中で苦しむ小売サービス業。 

こだわりの品揃えで差別化を実現してきたが、成長に合わせて品揃え拡充で現在は売上が

低迷中。 

＜事例Ⅱ マーケティングの視点としては＞ 

 客単価・生涯価値の向上のための施策 

 来店頻度の向上のための施策 

 新規顧客開拓でもストアコンセプトは変えない 

 そのための品揃えの集中と選択 

 新規事業として、経営資源を活かして、費用はかけない。 

 サービスの見える化・標準化でばらつき防止・記録媒体/一斉実施で可分化・

需要統制/労働力の変動化で需要変動を吸収。返還保証（非可逆性） 
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事例Ⅳ 

世界的な金融危機で急激に落ち込む利益率。 

元受企業が大幅赤字、自社の在庫調整のために発注を停止・先延ばしで下請けいぢめ。 

これに伴い D 社全体の受注量の低下により売上高の減少。発注を取るために低価格化を要

求され、販売単価が下落。人件費等固定的費用は減少せず、営業利益が下落。更に運転資

金を金融機関から借り入れることで金利負担も重く、経常利益率低下する。 

受注の減少により、売れ残る製品増加で棚卸資産回転率が落ちる。売上低下による収入減

少と支払費用と金利負担を短期借入金で補填するため、資産負債のバランスが非効率とな

り短期安全性が低下する。 

また、過去好調で工場稼働率が手一杯だったため、有効な設備投資を実施できておらず、

売上高に比して、有形固定資産の効率性が低下している。 

というような事例で、今年話題になった①在庫調整によるものの動きの停滞②大企業の大

幅な事業リストラ③②に伴う派遣切り等の経費削減の是非④資金繰りの悪化⑤イノベーシ

ョンの必要性あたりを網羅した事例を予想。 

個別問題としては 

 何がいけないのかを調べる 2 年おき出題の CVP もしくは CF 

 利益低下の原因が単価差異なのか数量差異かを見極める標準原価計算 

 もしくは商品別の限界利益率・貢献利益率の算定か商品別期待値計算 

 経営はとことん悪くなっていて、弱気になった経営者に買収の誘いがある。提案され

る買収額の是非を問う企業価値の算定。結局買い叩かれるだけで、自社の価値はもっ

とあることに気付き、経営者は経営を継続する意思を固める 

 設備投資までは手が回っていなかったが、経営者は開発投資だけは好調時に対応でき

ていた。今般そういう悪い時期になっちゃったタイミングで思い切って、将来の発展

と成長を目指して、新規設備投資をやりたい。デシジョンツリーと NPV。もしかした

らリアルオプションの考え方も利用するかも。（投資判断の延期） 

 間接輸出しかやってなかったが、新商品は自信があるので、直接輸出で海外市場の需

要開拓・販路開拓に着手する。そのための為替予約・通貨オプション 

 

PARTⅢ【設問の森に迷い込んだ白雪姫を助ける 7人の小人もしくは 2次試験QC７つ道具】 

＊ QC は Quest Compass（冒険の羅針盤）、Question Chart(質問の航海図), 

 Queens’ Counsel（姫の相談役）のいずれかの略とします。 

① 底なし沼は回避して逃げる とりあえず、飛ばして後回し
② 武器を探す 強みは何か
③ 助けてくれる仲間を探す 有効な経営資源は何か
④ 弱点を守るよろいを着ける 問題点は何で、有効な改善策は何か
⑤ 比べる存在を確かめる 対比する対象との比較で考える
⑥ 森全体の地図を見直す 設問全体の流れ、尚人・邦彦の森を見る
⑦ 道筋の正しさを確認する 論理展開・因果関係の客観的確認  
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【最後にメンバーの皆様へ】 

ほんとうに 1 年間ありがとうございました。 

皆さんと一緒に勉強する機会を得られなければ、この Final Paper に至る地点まで駆け抜け

て来ることは到底できなかったと思います。最初の講義を一人で受講したときには、こん

なややこしい講義を 1 年間も続けて行けるのか、おやじなりに本当に不安になりました。 

S 井先生の懇親会のお誘いに、なんとなく当日参加することを決め、たまたま座った席がふ

うじんと T 田さんの並びでなかったら、この会は成立しなかったのでしょうね。たまたま

初対面のふうじんに「経営答練何点でした？」と第一声で聞かれ、「ずいぶん直接的な質問

だなぁ」と思いつつ、勢いで正直に答えていなければ、やはりこの会はなかっただろうな

とも思います。当初は答練結果をメールで連絡しあうくらいでしたが、本格的に二次の準

備を始めようと考えたのは 4 月くらいだったかな。月例の懇親会に土日の受講生の方が参

加されて、既に二次の勉強会をやっているという話を聞いて、それもいいなと思ったのが

きっかけだったかと思います。I 川さんと I 井さん・O橋さんにも快く参加してもらい、手

探りで H20 年の事例をとりあえずやってみようというところから始めましたよね。SWS

で多能工育成というお恥ずかしい最初の答案は今も僕のファイルの中にあります。だって

組織・人事だなんて知らなかったんだもん・・・。1 次直前で E 口さんが参加してくれて、

2 次の後 T 置さんと S 木さん・ハカセにもご参加頂き、すごく大所帯化しましたが、全然

問題なく、より多くの幅広い貴重な意見や考え方に触れることができて、本当に素晴らし

かったと思います。すごく長い時間を一緒に過ごしてくれてありがとう。本来、辛い勉強

なのだろうと思いますが、皆さんのおかげでいつも楽しく、笑いながら学ぶことができま

した。不安に苛まれることもありますが、我々には合格というプラスしかありませんよね。

不合格だったとしても、今の日常の生活は何も変わらず、何らマイナスはないどころか、

これまで培った幅広い知識や論理的な考え方は既に大きなプラスに働いています。 

I 井さんの論理的思考と合理的かつ明確な問題解決策の出し方 

ふうじんの素晴らしい緻密さと周到な作戦と人一倍の努力を続ける忍耐力 

T 田さんの俯瞰的な観点と相手の立場に立って適切な言葉を選択する極めて鋭いセンス 

ハカセの広範囲な課題を取り込んで解決できるすごく明晰な問題分析能力 

S 木さんの大事な所は必ず押さえている課題抽出能力と問題把握能力 

T 置さんの表に出さないものすごい努力と前向きで勢いのある集中力と戦略構築能力 

E 口さんの何でもすぐに自分のものにできてしまう問題対応能力とユーモアのセンス 

（↑多分年齢順） 

みんな診断士として今すぐ活躍できるすごい能力を既に持っています 

もし合格したら I 川さん・O 橋さんの勉強会に先輩面ぶっこいてゲスト参加しましょう。不

合格だったらまた一緒に勉強させてね。 

 

厳しい試験ですが、難問を楽しんで全員で合格しましょう！ 1 月 6 日は赤坂で宴会だ！ 


